
　　　　

6 年 9 月 9 日

8 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
①利用者一人ひとりが持っている生きる力と個性を尊重し、その利用者の成長にあった療育・支援をおこなうことを基本とします。
②10年後・20年後に人として安定した輝きある人生が歩めるよう、様々な利用者同士の交流や出会いの体験を大切にします。
③利用者が自信をもって日々成長していく姿が認められるような療育・支援を目指し、長期的な目標を掲げ、継続的な療育・支援に取り組みます。

事業所名 一般社団法人つばさ 西那須野事業所 作成日支援プログラム(放課後等デイサービス)

・場面に合った行動を身につけらよう手本を示しながら支援していきます。また、できたときには、褒め、自信や達成感を味わいながら定着を目指していきます。
・様々な活動や経験を通し、自分で考え行動する力を伸ばします。

・気持ちを言葉にして表すことを促し、相手に気持ちを伝えることの大切さを知り、過ごすことができるよう支援します。また、特性に応じ、絵カードなどを使用すること
で、視覚的に理解したり、意思の伝達が円滑にできるよう支援します。
・人と気持ちのよいあいさつができるよう、支援します。

・集団の中で子ども同士が良いところを認め合いながら、自己肯定感を育み、自信をもって過ごすことができるよう支援します。
・自分の気持ちをコントロールする経験を積み、周囲の人と安定した関係性を築けるよう支援します。

支援方針
・日々の活動を通して成功体験を積み重ね、ひとり一人が自信をもって過ごすことができるよう支援します。
・集団の中で社会性を育みながら、自分でできることを増やせるよう支援をおこないます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 散歩（季節を感じる）・花見・七夕・夏祭り・クリスマス会・初詣・正月遊び・節分・ひな祭り

（別添資料１）

家族支援
事業所での様子等を伝え、安心して利用していただけるようにします。また、家
庭や学校での課題を共有しながら改善を目指し、個人に合わせた支援をおこない
ます。

移行支援
発達段階に合わせ、環境を配慮しながら、生活する上で必要なスキルが身につく
よう支援し、学校生活をスムーズに送れるよう統一した支援を目指していきま
す。

地域支援・地域連携
・学校や市の子育て支援など関係機関と連携し、地域で適切な支援を受けられるよう、
体制を構築していくことで、それぞれの役割を担いながら支えていきます。
・地域の人と交流し、体験を通して心の豊かさを育みます。

職員の質の向上

・日々の療育の中で、疑問や気付きを発信し、課題として取り上げながら改善を目指して
いきます。
・外部の研修に参加したり、文献を読むなど、子どもへの理解を深めるため自己研鑽に努
めます。

支　援　内　容

・食事や衣類の着脱、排泄等の基本的生活習慣を身につけられるよう、絵カードや大人が手本を具体的に示しながら方法や手段を伝えていきます。
・生活リズムを整えながら健康な心と体を育て、落ち着いて生活できるよう支援します。

・体を動かすことで運動機能を高めながら、生活動作の基本となる姿勢保持や体幹を鍛え、生活の質の向上を目指していきます。
・遊びの中で視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に使い、感覚を整えながら挑戦や興味の幅を広げていきます。
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